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１．はじめに 

 アスファルト混合物の再生に使用する再生用添加剤の成分は多種多様である。田湯ら１）は、飽和分の多い

再生用添加剤で繰り返し再生したアスファルト混合物（以下、混合物）は、高温域でアスファルトの付着力

（延性）が低下し、疲労抵抗性が低下する可能性を示唆している。一方、混合物の疲労抵抗性評価には、曲

げ疲労試験２）が用いられることが多いが、試験温度は、20℃以下で設定されることが多く、それより高い温

度で試験を行った場合、供試体の両端部（拘束部）が塑性変形し、適当な評価ができない場合がある。 
 上記を踏まえ、筆者らは 40℃以上の高温域での混合物の疲労抵抗性を評価するために、安崎ら３）が考案

したリフレクションクラック抑制効果の評価方法を応用した試験方法を考案し、その適用の可能性を確認し

た。本文では、考案した試験方法の概要を示すとともに、予備実験の結果からその適用の可能性および課題

点について述べる。 
２．実験概要 

（１）試験方法 
 考案した試験法の概念を図－1、試験条件を表－1、
試験状況を写真－1 に示す。 
当該試験は、“コの字型”に加工した厚さ 1.6mm の

バネ板の上部に、幅 80mm、長さ 300mm、厚さ 50mm
に成形した供試体を設置し、ホイールトラッキング試

験（以下、WT 試験）機を利用して車輪走行時に供試

体下面に繰り返し引張り力を作用させるものである。 
なお、高温により試験中に供試体が側方方向へ変形

することを抑制するため、供試体側面にアクリル板を

設置し、側面からクラックの発生・進展を観察した。

また、本試験は、試験温度や載荷荷重を変更すること

により、たわみ量を調整することが可能である。 
（２）評価した混合物の種類 
 評価した混合物は、ストレートアスファルト 60/80
を使用した新規密粒度混合物(13)、再生骨材配合率が

30%と 80%の再生密粒度混合物(13)の 3 種類とした。 
また、再生混合物に使用した再生用添加剤は、飽和

分の比率が高い潤滑油系のものを用いた。使用した再

生骨材と試験後の各混合物から回収したアスファルト

の性状を表－2 に示す。表－2 より、再生混合物から

回収したアスファルトは新規混合物に比べ、伸度が小

さく、延性が十分に回復できていないことが分かる。 
３．実験結果 

ひび割れの発生の様子を図－2 に、試験輪の通過回数とひび割れの発生・進展の関係を図－3 に示す。 

写真－１ 試験の状況 

表－１ 試験条件 
設定値

試 験 温 度 ℃ 40
走 行 回 数 回/分 63
試 験 輪 荷 重 kg（N) 50（490）
変 位 量 mm 3
ひ ず み － 10,000×10-6

項目

供試体
L300×W80×ｔ50mm

5
0
m
m

300mm
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20mm押さえ板

バネ板（トラックのリーフスプリング）

t=1.6mm

図－１ 試験の概念 

バネ板（t=1.6mm） 
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